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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】左室肥大は心血管イベントの独立した主要危険因子である。高血圧によって様々な左室の形態学的変
化を来すことが知られているが、左室形態リモデリングによっておこる心機能の変化については十分明らかに
されていない。今回経胸壁心エコー図検査を用いて本態性高血圧患者の左室形態リモデリングと心機能の関係
を検討した。 
【方法】本態性高血圧と診断された患者220例（平均63.6歳、男性129例）を対象に経胸壁心エコー図検査を
おこなった。左室相対的壁厚〔2×後壁厚/左室内腔〕RWT、左室重量係数LVMIを測定し、RWT 0.51以上、LVMI 
159 g/m2以上を高値とした。RWTとLVMIを用いて正常形態NG群(RWT、LVMIともに正常)求心性左室リモデリン
グ群CR群、(RWT高値、LVMI正常)求心性左室肥大群CH群、(RWT、LVMIともに高値)、遠心性左室肥大群EH群
(RWT正常、LVMI高値)の4群に分類した。4群間で左室流入血流波形E/A比、左室駆出率EF、左室等容弛緩時
間IRT、拡張早期波の減速時間Dctを測定し比較検討した。 
【結果】各群において年齢、体容量指数、心拍数に有意差は認めなかった。収縮期および拡張期血圧はCH群で
有意に高かった。RWTはCR群、CH群で有意に高値（p＜0.01）であり、LVMIはCH群、EH群で有意に高値（p
＜0.01）を示した。EFはいずれの群においても50%以上であり収縮能異常は認めなかった。各群ともE/A比は
1未満であり、Dctは延長していた。IRTはCH群、EH群ではNG群、CR群と比較し有意な延長を認めた（p＜0.05）。 
【結論】高血圧患者では左室形態リモデリングの差に関わらず心拡張能が低下している可能性がある。左室形
態リモデリングの進展に伴い心拡張能障害が増加する可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
（目的）左室肥大は心血管イベントの独立した主要危険因子である。高血圧によって様々な左室の形態学的変
化を来すことが知られているが、左室形態リモデリングによっておこる心機能の変化については十分明らかに
されていない。本研究の目的は、経胸壁心エコー図検査を用いて本態性高血圧患者の左室形態リモデリングと
心機能の関係を検討した。 
（方法）本態性高血圧と診断された患者220例（平均63.6歳、男性129例）を対象に経胸壁心エコー図検査を
おこなった。左室相対的壁厚〔2×後壁厚/左室内腔〕(RWT)、左室重量係数(LVMI)を測定し、RWT 0.51以上、
LVMI 159 g/m2以上を高値とした。RWTとLVMIを用いて、RWT、LVMIともに正常の正常形態群（NG群）、RWT高
値、LVMI正常の求心性左室リモデリング群（CR群）、RWTとLVMIともに高値の求心性左室肥大群（CH群）、RWT
正常でLVMI高値の遠心性左室肥大群（EH群）の4群に分類した。4群間で左室流入血流波形E/A比、左室駆出
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率（EF）、左室等容弛緩時間（IRT）、拡張早期波の減速時間（Dct）を測定し比較検討した。 
（結果）各群において年齢、体容量指数、心拍数に有意差は認めなかった。収縮期および拡張期血圧はCH群で
有意に高かった。RWTはCR群、CH群で有意に高値（p＜0.01）であり、LVMIはCH群、EH群で有意に高値（p
＜0.01）を示した。EFはいずれの群においても50%以上であり収縮能異常は認めなかった。各群ともE/A比は
1未満であり、Dctは延長していた。IRTはCH群、EH群ではNG群、CR群と比較し有意な延長を認めた（p＜0.05）。 
（結語）高血圧患者では左室形態リモデリングの差に関わらず心拡張能が低下している可能性がある。左室形
態リモデリングの進展に伴う心重量の増加は、心拡張能障害の進展に関与する可能性が示唆された。よって、
本研究は本態性高血圧において心エコー図検査によって左室重量係数を評価することによって心拡張能の指標
の一つになり得ることを示したものであり、本研究者は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認
められた。 
